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日本教育制度学会経過報告

1993.4.12 r日本教育制度学会創立発起人になっていただくことのお願い」

36名中 OK: 31名 創立賛成・発起人辞ニ退 2名

意思表示不能 1名 返答なし 2名

@倉IJ立活動開始

1993. 6. 1 発起人承諾者に「円木教育制度学会会則案等のこ‘検討のお願い」

送付

。創立趣意書案 。会則案 。入会案内案 なと作成

1993. 7.22 発起人に「日本教育制度学会創立準備会 (発起人総会)開催の

ご、案内」送付

1993. 8.28 日本教育制度学会創立準備会(発起人総会)開催 21人出席

①会則大綱決定

②創立大会までのスケジュールと組織(世話人 10名)決定

1993. 9.17 日本教育制度学会創立準備会第1回世話人会開催 :8名出席

①創立大会大綱決定 ②会則宿題事項決定

③創立趣意書 ・入会案内文決定 ④入会勧誘の手順の相談

⑤世話人会代表

1993.10. 3 創立大会シンポジウム ・シンポジス卜確定

1993.10. 4 日本教育制度学会入会案内 ・創立大会案内発送開始

1993目10. 日本教育制度学会創立事務局郵便振替口座(宇都宮6-177

1 8)開設

1993.11.12 日本教育制度学会創立準備会第2回世話人会開催・ 8名出席

①総会次第案 ②シンポジウムの運営 ③暫定役員候補者案

④ 1993年度事業計画案 ・予算案など

1993 .1l. 26 円木教脊制度学会創立第2回準備会(発起人総会)開催 16名

出席
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①総会次第案

1993.11.27 日本教育制度学会創立大会時入会者 153名

1993.12.20 1993/94年度第 1回理事会開催(日木赤十字看護大学)

①創立大会の報告 ②入会促進について

③理事会の運営について

④年報編集委員会の構成について

⑤年報第 1号の編集方針について

⑥研究部制について ⑦第2回大会の企画方針についてなど

1994. 3 . 30 1993 / 94年度第2回理事会開催(筑波大学大学研究センター)

①事務局報告 ②第2回大会について

③紀要の編集についてなど

1994. 6.18 1993/94年度第3回理事会開催(筑波大学大学研究センター)

①事務局報告 ②紀要の編集について

③紀要の出版社について ④第2回大会についてなど

1994. 8.10 1993/94年度第4回理事会開催 (筑波大学大学研究センター)

①事務局報告 ②紀要の編集について

③第2回大会についてなど
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日本教育制度学会会則

1993年11月27日制定(創立大会総会)

第1条(名称、) 本学会は、日本教育制度学会(TheJ apan Society for Ed uca-

tional System and Organization)と称する。

第2条(目的) 本学会は、教育制度研究の発展に寄与することを目的とす

る。

第3条(事業) 本学会は、前条の目的を達成するために、次の各号の事業

を行なう。

(1) 研究部による教育制度の共同研究

( 2 ) 研究集会等の開催

( 3 ) 学会紀要の発行

(4 ) 教育制度関係出版物の刊行

( 5 ) 内外の学会等との交流

( 6 ) 会員の研究交流

(7) その他、本学会の目的を達成するに必要な事業

第4条(会員) 本学会の会員は、本学会の目的に賛同し、教育制度または

これに関連のある学問の研究に従事する者、または教育制度の

研究に関心を有する者で、会員の推薦を受けた者とする。

2 会員となるためには、入会申し込み書を提出すると同時

に、入会金 2，000円および入会年度の会費を納入しなければな

らない。

3 会員は、会費(年間 8，000円)を納入しなければならな

い。但し、学生会員の会費は、年間 5，000円とする。

第5条 (役員) 本学会を運営するために、次の各号の役員を置く。

(1)会長 1名

会長は、会務を統括し、木学会を代表する。
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(2)理事 若干名

理事は、理事会を構成し、本学会の重要事項を審議する。

( 3)監査 2名

監査は、会計を監査する。

(4 )研究部主査 研究部各 1名

研究部主査は、当該研究部の研究活動を統括し、理事会

に意見を具申し、学会大会の企画に参与する。

第6条(役員の任期および選挙) 役員の任期は、 3年とする。但し、再任

を妨げない。

2 理事は、会員の投票により、会員の中から選出する。

3 会長は、理事の互選による。

4 監査は、理事会の推薦により、総会の承認を受ける。

5 研究部主査は、研究部会員の互選に基づき、会長が委嘱す

る。理事は、研究部主査を兼ねることができる。

第7条(事務局) 本学会の事務を遂行するために、事務局を置く。

2 会長は、事務局の所在地を決定する。

3 事務局には、事務局長 1名、幹事若干名を置き、会長がこ

れを委嘱する。

第8条(総会) 総会は、本学会の事業および運営に関する基本的事項を審

議決定する。

2 総会は、会長が招集する。定例総会は、毎年1回開催する。

臨時総会は、会員5分の l以上の署名により、開催される。

3 事業計画、予算・決算、監査の推挙、会則改正は、定例総

会の議を経るものとする。

4 総会は、会員の3分の1の出席をもって成立する。委任状

は、出席者数に加えることができる。ただし、実出席者が会

員の5分の1以上でなければ、総会を聞くことができない。

票決は、実出席会員の過半数をもって議決となる。
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5 定足数に達しない総会は、仮総会とし、その議決は、 1カ

月以内に全会員に告知され、告知後 1カ月以内に会員の5分

の1以上の異議がない場合に総会議決となる。

第9条(会則改正)前条の規定にもかかわらず、本会則の改正は、総会にお

いて出席会員の3分の2以上の賛成を必要とする。

附則

1 木学会創立大会年度 (1994年 8月31Flまで)に入会手続きを取る場

合、第4条第 1項の 「会員の推薦」および同条第2項の 「入会金J は不

要とする。

2 木会則は、 1993年11月27日より施行する。
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総会次第

1 ) 開会の辞

2 ) 会場校挨拶

3 ) 議長団の選出

4 ) 経過報告

5 ) 会則審議

6) 役員選出

会長挨拶

7 ) 事務局の設置

8) 1993年度事業計画

9) 1993年度予算の審議

10) 第2回大会について

11) その他

12 ) 閉会の辞

日本教育制度学会創立大会の報告

1993.12.20 

日本教育制度学会事務局

円木教育制度学会創立大会は、 1993年 11月27日にf青泉女子大学において

開催されました。その概要を以下に報告します。(当日の延べ出席者は60名)

1. ，UIJ立総会について (13時よりは時30分)

①DFJ会の辞 桑原敏明準備世話人会代表(筑波大学)より開会の辞が

述べられた。

②会場校挨拶 遠山紗江子清泉女子大学学長より挨拶があった。

③議長団の選出 佐藤全、秋川陽一両会員が議長として選出された。



④経過報告

⑤会則稀:議

⑥役員選出

会長挨拶
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桑原敏明準備世話人会代表より資料に基づき 1993年4月

の創立活動開始以来の経過報告があった。創立大会現在

の入会者は 153名。

桑原敏明準備世話人会代表より資料に基づき会則原案の

説明があり、審議の結果承認された。なお、大会年度を

当分の問、8月31日までとすることとされた。

会則に基づく選挙によって役員が選出されるまでの官定

役員制をとることが承認され、f:iIJ立発起人を，/1心とする

候補者が瞥定役員として選出された。会長として選出さ

れた真野宮雄会員 (円木亦+字者増大学)より就任の技

拶があった。

⑦事務局の設置 会長より事務局を筑波大学教育学系教育制度研究室に間

くことが報告され、事務局長として桑原敏明会員、事務

局次長として清水一彦会員(筑波大学)、窪阿民二会員(同)

が委嘱された。

⑧1993/94年度 会長より資料に基づき事業計画について提案され、その

事業計固 まま承認された。なお、会報(もしくはニューズレター)

については事務局の事業の一環として取り組むこととさ

れた。

※参考 ・承認された事業計画=(1)細則制定 ( 2 )学会紀要第 1号の発行

(3 )第2回大会の開催 ( 4 )入会促進(5 )会報(ニュース e レター)の

発行等

⑨1993/94年度 事務局長より資料に基づき予算案の説明があったが、年

予算の審議 度の切り替え時期が原案と変更されたこと、学会紀要経

費の計上など今後検討すべき事項があることなどから、

創立総会では大枠の承認を得るにとどめたいとの事務局

からの要請が承認された。

⑩第2回大会 1994年10月末頃に背山学院大学(笹森健実行委員長)で開
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について 催されることが承認された。

⑪閉会の辞 議長により閉会の辞が述べられた。

(総会出席者 :48名、委任状名)

2. シンポジウムについて(15時より 17時50分)

『教育制度研究の課題を探る』と題し、高倉朔(日本教育行政学会長)を

初め、 5関連領域学会の会長等および本学会会長をシンポジストとして迎え

て行われた。

(シンポジウム出席者 :57名)

3.懇親会について(18時より 19時30分)

シンポジス卜を含め54名の参加をもって懇親の集いが催された。



暫定役員

会長:真野宮雄(日本赤十字看護大学)

理事五十音順)

新井郁男(上越教育大学)

伊ヶ崎暁生(富山国際大学)

浦野東洋一(東京大学)

江幡裕(茨城大学)

沖原豊(元広島大学長)

小沢烹(弘前大学)

小野田正利(長崎大学)

門脇正俊(北海道教育大学)

亀井浩明(帝京大学)

川野辺敏(国立教育研究所)

窪回虞二(筑波大学)

桑原敏明(筑波大学)

小出達夫(北海道大学)

小林順子(清泉女子大学)

榊達雄(名古屋大学)

笹森健(青山学院大学)

沢井昭男(山形大学)

消ー水一彦(筑波大学)
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清水俊彦 (兵庫教育大学)

鈴木正幸(神戸大学)

仙披克也(福岡教育大学)

岡崎徳友(福岡教育大学)

在住布楽喜代治(宇都宮大学)

角替弘志(静岡大学)

永井輝雄(愛知教育大学)

中留武昭(九州大学)

二宮 崎(広島大学)

馬場将光(信州大学)

林量倣(埼玉大学)

平原春好(神戸大学)

松井一麿(東北大学)

村田貞雄(上越教育大学)

佐藤 全(国立教育研究所) 門前貞三(山口大学)

監査:藤枝静正(埼玉大学)、吉田正晴(広島大学)


	日本教育制度学会紀要　創刊号　教育制度研究の課題を探る　
	会長挨拶
	ごあいさつ
	目次
	Ⅰ 創立記念シンポジウム　「教育制度研究の課題を探る」
	Ⅱ 特別寄稿論文　「教育制度研究の課題を考える」
	教育制度研究の意味を問う
	「制度」概念の検討を中心として
	教育制度研究の対象と課題
	教育制度研究の対象と方法　
	福祉の視点から見る教育制度　
	生涯学習と学校制度の研究課題

	Ⅲ　自由研究論文
	大学教育改革における単位制度運用の現状と課題
	現代フランスにおける初等教育改革の論理　-改革の前提となる認識の分析-
	専門的教育職員の人事制度をめぐる問題に関する一考察　-指導主事と社会教育主事との比較検討をもとに-

	Ⅳ 最近5年間の日本教育制度改革年表
	Ⅴ 日本教育制度学会創立への経過
	編集後記
	編集委員長



